
3000冊速読術

江川剛史
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こんにちは。

江川剛史と申します。

この度は、3000冊速読術を、

ご購入ありがとうございます。

私は、

読書が大好きで、

様々な本で学びを得て、

その学びから得た知識を元に、

ブログを書いたり、

メールマガジンを発信したり、

社会に貢献するために、

情報教育を行っています。

私自身、本は、

今までに 3000冊以上読んでいます。

この 3000冊速読術を記述している現時点でも、

2



電子書籍を 2000冊以上、

紙で出来ている書籍を、1000冊以上、

そして、

メールマガジンと呼ばれるものであれば、

50万通以上読んでいます。

このように、

私は、大量の書籍と携帯電話による大量の文章の読書経験から、

様々な速読術を手にしました。

そして、

3000冊以上の速読を経験した時点で、

この 3000冊速読術を記述し始めました。

3000冊速読術は、

誰でも、

始められる簡単な速読術ですので、

ぜひ、活用していただけたらと思います。

では、早速、本編へ入りたいと思います。
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1.メールマガジンの速読術

では、

まず初めに、

メールマガジンの速読術について話したいと思います。

メールマガジンとは、

メールで配信される雑誌文章のことです。

よくネットショップで商品を購入すると、

そのネットショップのメールマガジンに登録されたりしますが、

それもメールマガジンです。

でも、

今回のメールマガジンの速読とは、

広告メールマガジンの速読ではありません。

学びやノウハウが書かれたメールマガジンの速読についてお話しします。

まず、メールマガジンの大手の配信スタンドとして、

『まぐまぐ』というサイトがあります。

まぐまぐ
http://www.mag2.com/

まぐまぐでは、

様々な無料のメールマガジンを読者登録することが出来ます。

一部、有料のメールマガジンもありますが、
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有料のメールマガジンを購読するかは、

ご自身でご判断ください。

私は、無料のメールマガジンを、

大量に購読することをお勧めします。

例えば、

『まぐまぐ』では、

名言メルマガ、芸能ニュースメルマガ、政治メルマガ、政治家メルマガ、

コラムメルマガ、書評メルマガ、アフィリエイトメルマガ、恋愛メルマガ、

英語メルマガ、営業メルマガ、聖書メルマガなど、

様々なメルマガがあります。

これをパソコンのメールアドレスで購読するのではなく、

携帯電話（スマートフォン）のメールアドレスで、

購読するのです。

スマートフォンも、

恋人同士など、

プライベートのメールであれば、

多くの人は、LINEアプリを使うと思います。

その方が便利ですし、

関係も深まりやすいです。

そして、

スマートフォンのメールアドレスは、

プライベートでは使わないので、
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それをメルマガ購読用にするのです。

パソコンのメールアドレスでのメールマガジンの購読では、

一々、ログインして受信箱を開いて、

クリックして読んで、

そして、

削除をクリックして削除して、

また次を見てと、

大変な手間です。

ですから、

スマートフォンのメールアドレスで、

普通のメール受信のように、

メールマガジンを購読するのです。

私も携帯電話でメールマガジンを読むことを、

大学生の時から始めました。

私の大学は、

大東文化大学だったのですが、

自宅の最寄り駅から、

埼玉県の東松山まで行くのには、

1時間以上かかりました。

だからこそ、
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その通学時間、

ひたすら、

メールマガジンを読んで、

学習したのです。

名言メルマガ、聖書メルマガでは、

様々な偉人の言葉を毎日読んで、

自分自身の心や精神を磨きました。

自己啓発メルマガでは、

様々な起業家のコーチングノウハウなど学び、

営業メルマガでは、

セールスを学び、

芸能ニュースでは、

様々な芸能人のトレンド情報を手に入れました。

書評メルマガでは、

紹介された書籍について学べたし、

恋愛メルマガでは、

恋愛経験豊富な発行者から、

人間心理として、

学びにしたりしました。
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日記メルマガでは、

OLや、学生のメルマガを読み、

普通の一般人は、

どのように日々を生きているか学び、

自分自身の生き方を、

見つめなおすことも出来ました。

英語メルマガでは、

英単語を学んだり、

英会話のフレーズが配信されるメルマガでは、

英語表現を学んだりしました。

政治家メルマガでは、

有名な政治家が、

日々、どのような考えで政治に向かっているのか学びました。

ネットビジネス系のメルマガでは、

様々なネットビジネスのノウハウを学びました。

ネットビジネス系のメルマガでは、

広告だけ配信されるような、

奪うメルマガもありますが、

そういう不要なメルマガは読者登録しても、

大事な時間を奪うメルマガですので、
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読者解除します。

それに比べ、

ネットビジネスの広告も掲載するけれど、

必ずコラムも掲載しているメルマガでは、

広告は、

さっと流して、

コラムを読んで学びを得たりしました。

貴方も、

もし副業やネットビジネスに興味があるのであれば、

ネットビジネス系のメルマガを購読することをお勧めします。

特に、

川島和正さん、中松祐太さんのメルマガは、

広告もありますが、

有益なコラムも一緒に配信しているので、

コラムだけでもチェックするようにすると良いと思います。

このように、

私は、『まぐまぐ』で、

バックナンバーをチェックしながら、

有益そうなメールマガジンを片っ端から読者登録し、

読み続けました。
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その他、

『メルマ』というメルマガ配信スタンドも有り、

この配信スタンドでは、

日記メルマガを一時期、

大量に読んでいた時期もあります。

このようなメルマガ配信スタンドだけでなく、

人気ブログランキングのお小遣いカテゴリーから、

ネットビジネス系のブログに訪問し、

そのブログ運営者が配信しているメルマガに、

読者登録して行ったりすることもありました。

Yahoo検索で、

『ネットビジネス　メルマガ』

『アフィリエイト　メルマガ』

そういう感じで検索して、

メルマガを読者登録したこともあります。

そして、

原田翔太さんの 365日配信されるメルマガを購読したり、

神田昌典さんのメルマガを購読したり、

武田双雲さんのメルマガを購読したり、

ナポレオンヒル財団のメルマガを購読したり、

七星明さんのメルマガを読んだり、
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小田真嘉さんのメルマガを読んだり、

様々な有益なメールマガジンを読んで学習したのです。

私の携帯電話が受信するメールマガジンの一日の数は、

200通を超えます。

それを、どんどん速読で読んでいくのです。

貴方の人生の時間も限りがあります。

メールマガジンも、

読者が何人だろうと、

メルマガ発行者の配信の手間は同じです。

ですから、

遠慮なく購読し、

素早く読んで、

不要なメルマガは読者解除し、

どんどん、

読み終わったら、

メルマガを削除して読んでいくのです。

そうして学びになったことは、

スマートフォンのメモ帳アプリなどに、

記入して、
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その学びを振り返ったり、

アウトプットしたりすると良いでしょう。

ぜひ、貴方も、

メールマガジンの速読をしてみてください。
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2.紙の書籍の速読術。

では次に、

一番、ノーマルである、

紙の書籍の速読術を話したいと思います。

まず、

書籍の収集方法ですが、

お近くの本屋に習慣的に寄って、

本を買っても良いですし、

例えば、

東京都池袋にある、

巨大な書店、ジュンク堂など、

大きな書店へ行き、

様々な棚を見て、

本を購入して、

本を得るのも良いでしょう。

ジュンク堂など、

巨大な書店の場合には、

カテゴリー別に本が置かれています。

ビジネスに興味のある人は、

ビジネスのカテゴリーだけ、
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見たりしますが、

ビジネスにだけ興味ある人も、

教育のカテゴリーを見たり、

漫画のカテゴリーを見たり、

教育のカテゴリーを見たり、

心理学のカテゴリーを見たり、

哲学、宗教、スピリチュアル、歴史、語学など、

様々なカテゴリーの階や棚も、

目を通してみることをお勧めします。

意外に、

良い本に巡り合うこともあります。

その他、

紙の書籍を購入する方法としては、

ネット通販の大手である、

Amazonで買っても良いです。

今後も、販売続けてほしいような良質な本は、

新品で買うと良いでしょう。

中古で見つからない本は、

新品で買うと良いでしょう。

逆に、
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経済的なことを考えて、

中古本を買うのも良いです。

中古の本と言えば、

ブックオフもおすすめです。

貴方の通勤経路にあるブックオフに通勤帰りに寄ったりして、

本を購入しましょう。

ブックオフには、

100円、200円で売っている本も有り、

私は、

そういう本を 20冊以上買うことも多々あります。

おすすめの本は、

言葉系の本です。

例えば、

名言とか、

経営者の名言とか、

超訳系とか、

そういう系統の本は、

大量に買っても、

比較的、早く読み終えることが出来ます。

その他、
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ビジネス、営業、経営、時間管理、サービス、コーチング、カウンセリング、心理学、

健康、栄養、雑学、物理学、宇宙論、日本史、世界史、聖書、仏教、倫理、

文化人類学、スピリチュアル、自己啓発、恋愛、国語、理科、地理、芸術、

写真集、天使系、神話系、催眠系、裏ワザ系など、

様々な書籍があるので、

大量に買っていくことをお勧めします。

書籍は、

大量に買うと、

場所をとるので、

大量に買ったら、

大量に速読で一気に、

読んでいくことをお勧めします。

ブックオフでは 50冊以上では、

出張買取もしているので、

出張買取を利用したり、

店舗に持ち込んで買取すると良いでしょう。

そして店舗のブックオフ以外にも、

ブックオフには、

ブックオフオンラインという通販サイトがあります。

こちらでも、

中古の本を通販で買えるのでおすすめです。
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しかも、

1500円以上は、
送料無料になりますので、

1500円以上選んで、

買うと良いと思います。

このように、

本を大量に買ったら、

今度は速読術です。

まず、

この本は、

しっかり読みたいと思う本であれば、

最初から最後まで読んでください。

これについては、

速読でなくても良いです。

重要な本は、

じっくり時間をかけて読むと良いでしょう。

それに比べて、

太字の文章を読むだけで良いと思うような本であれば、

太字の文章だけ読む速読をしてみてください。

太字の文章だけでなく、

他の文章も少しは学びに入れたいと思うのであれば、
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一ページ 1秒ほどで、

パッパと、

ページの文章を視界に入れて、

重要部分だけ理解するように読んでいくと良いです。

こういう速読術は、

小説には向かないかもしれません。

小説はストーリーを読みながら、

楽しむものだからです。

それに比べて、

ノウハウ系の本であれば、

ノウハウを学んで、

自分自身が進化さえすればいいので、

自分自身の学びになる部分だけ、

学べればいいのです。

一冊一冊きっちり読んで、

100冊読むより、

重要部分のノウハウだけ読んで、

あまり重要ではない部分は読まないことで、

時間を短縮し、

本を 200冊、300冊読むほうが、
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効率はいいです。

本当に大事な本は、

その本の 100％を学ぼうとして、

読むのも良いです。

でも、

重要部分さえ学べればいい。

人生の時間は限られている。

そう思うのであれば、

100％の文章を読まなくても良いから、

素早く重要部分を学ぶ。

そう考えて、

学んでいくのも良いでしょう。

その他の速読術としては、

目次だけ読んで、

本文は、

さっと読む速読術もあります。

本によっては、

目次が、

その本の要約文章であることもあります。

ですから、
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その目次項目をじっくり学び、

メモをしたりして、

学びにして、

そうして本文は、

速読で、

視界に入れて学習する。

そういう速読方法も良いでしょう。

それ以外に、

図解速読術というものもあります。

図解速読術とは、

その名の通り、

図を中心に学ぶ方法です。

例えば、

図解雑学シリーズの本や、

雑学系の心理学の本では、

図解で説明されていて、

図を読めば、

ほとんど内容が分かる本もあります。

ですから、

図を中心に学び、
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文章ページは、

視界に入れる速読術で学ぶのも良いでしょう。

そうして、

このような速読術で、

どんどん大量に買った本を、

どんどん読んで、

本を整理していってください。

その他、

中古の本を買う場所としては、

ヤフオクもあります。

ヤフオクでは、

一冊一冊出品されているものもありますし、

新書 100冊、文庫 500冊など、

セットで出品されているものもあります。

自宅のスペースに余裕があるのであれば、

こういうものも購入するのも検討するのも有りだと思います。
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3.電子書籍の速読術

次に電子書籍の速読術について、

お話しします。

ここでは、

具体的なサイト名は話しません。

しかし、

ネット上には、

様々な電子書籍サイトがあります。

ビジネスとか哲学とか、

様々な読み物の電子書籍を読めるサイトやアプリもありますし、

漫画読み放題の有料サービスや、

投稿漫画を無料で読み放題のアプリなどもあります。

ぜひ、

そういうアプリやサイトを使って、

大量に、

電子書籍を読んでください。

私も電子書籍を読めるアプリで、

電子書籍のサンプルを、

大量に片っ端からダウンロードし、

ひたすら読んでいく速読方法も実践しています。
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もちろん、

良書は、

サンプルを読むだけでなく、

実際に、

購入して全編読みますが、

そういう良書に出会うためにも、

サンプルを大量に読んでいくのも良い方法です。

ただ、

マナーとして、

サンプルはサンプルなので、

良書は、

購入していくのが良いでしょう。

そうして、

私もカテゴリー全部の電子書籍のサンプルを読むこともあります。

電子書籍アプリでの読書であれば、

通勤時間の電車の中や、

仕事の休憩時間などにも、

携帯電話で読書することが可能です。

私も紙の書籍は、

自宅で読み、
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外出時は、

携帯電話で電子書籍を読むようにしています。

このように電子書籍は、

サンプルがあったり、

読み放題サービスも複数あるので、

そういう読み放題サービスを探して、

読んでいくのも良いでしょう。

実用書だけでなく、

漫画の読み放題もあるので、

幅広く、

読んでいくことをお勧めします。
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4.ブログ・ウェブサイト速読術

さらに、

ここでは、

ブログ・ウェブサイトの速読術をお話しします。

本を読む人は、

インターネット上の無料情報は、

信憑性がないとして、

馬鹿にする人もいますが、

ネット上の情報も、

学びになる情報であり、

本にこだわらずに、

ブログやウェブサイトで学ぶのも効果的です。

まず、

ブログでの学び方ですが、

一番スタンダードなものに、

人気ブログランキングがあります。

人気ブログランキング
http://blog.with2.net/

人気ブログランキングでは、

様々なカテゴリーのブログのランキングが掲載されています。

貴方の興味のあるカテゴリーのランキングを見て、
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一つ一つのブログをチェックし、

読みたいブログを探してみてください。

読みたいブログが見つかったら、

ショートカットで保存して、

そうして、

そのブログの記事を、

ひたすら読んでいくのです。

これはパソコンだけでなく、

スマートフォンなどでも、

ブログ読書は出来るので、

試してみると良いと思います。

このように、

人気ブログランキングや、

その他、

アメーバブログや、

FC2ブログなど、

様々なブログランキングを参考に、

ブログを読んでいくと良いでしょう。

その他、

ウェブサイトでは、
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Yahoo検索で、

お好きなキーワードで検索して、

ウェブサイトを見ていくのも良いです。

私も天使や神話系のウェブサイトなどを見て、

天使やルシファーなど、

調べた経験もあります。

その他、

ブログや、

ウェブサイトだけでなく、

ウィキペディアを読むのも良いでしょう。

ウィキペディアは、

誰もが知っているオンライン百科事典ですが、

それも、

カテゴリー分けされて、

閲覧出来るし、

ウィキペディアに関するアプリもあるので、

そういうのでウィキペディアを読むのも良いでしょう。

ウィキペディア
https://ja.wikipedia.org/wiki/
%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%9A%E3%83%BC
%E3%82%B8
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その他、

青空文庫にて、

著作権が消滅された小説などを、

読んでいくのも良いでしょう。

青空文庫
http://www.aozora.gr.jp/

それ以外に、

Naverまとめでまとめサイトを速読したり、

2ちゃんねるの掲示板なども、

速読するのも良いです。

Naverまとめ
http://matome.naver.jp/

私の場合、

2ちゃんねるはアプリを使って読んでいます。

特に、

ニュース速報＋のカテゴリーでは、

最新ニュースなどの板が立てられるので、

その板のタイトルだけを、

速読するだけでも、

日常的な雑学は得られます。

このように、
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ありとあらゆる文字情報を、

速読して、

学ぶことで、

様々なことを学ぶことが可能です。
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5.終わりに

以上、

3000冊速読術は、

これで終了です。

私も 3000冊以上、

読書したことで、

このような速読術を身に付けました。

確かに、

精読というものも重要です。

私も、

重要なスピリチュアルの書籍などは、

じっくり読みますし、

精読を否定するわけではありません。

しかし、

人生の時間は限られていますし、

私は、

中庸という程々の存在ではなく、

究極を目指したいなと考えています。
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ですから、

3000冊以上の読書、

50万通のメルマガの速読などを行っているのです。

3000冊速読術をマスターすれば、

1年間で 2000冊程度の速読は可能となります。

ですから、

速読を重ねて、

速読技術を身に付け、

そうして、

どんどん速読量を上げてみてください。

そうして、

気づいた学びなどは、

スマートフォンのメモ帳アプリなどに、

記入して、

貴方の学びを記録したり、

メルマガや、

ブログなど、

情報発信に活用してみてください。
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この 3000冊速読術は、

本当に速読方法として、

重要なことを話しています。

ですから、

これを参考に、

ひたすら学び、

ひたすら進化してほしいなと思います。

私が、

この 3000冊速読術を公開したのも、

優れた人間を量産するためです。

ぜひ、

程々の人間、

中庸を目指すのではなく、

中庸を大事にしながらも、

究極を目指す。

それを意識してみてください。

程々の人間では、

世界は変えられません。

究極的進化をし、

社会に貢献するために行動し、
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ぜひ、

世界をより良くするための革命をしてください。

この度は、

3000冊速読術を、

ご購入ありがとうございました。

貴方の成功を、

心よりお祈りいたします。
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・アフィリエイト専業で自由になる方法

私、江川剛史は、

『アフィリエイト専業で自由になる方法』というメール講座で、

高額塾レベルのネットビジネス・ノウハウを、無料で配信しています。

このメール講座は、広告ばかりのメール講座ではなく、

ネットビジネスのノウハウを、毎回教える、

業界でも指折りの優れたメール講座です。

ぜひ、読むのは無料ですし、

読者解除も、メール内から、いつでも無料で出来るので、

こちらの紹介ページをから、読者登録してみてください。
http://egawa-takeshi.com/lp/landingpage.html

・ビジネスと進化の法則 2nd

こちらのメルマガでは、

ネットビジネスと進化のためのノウハウを、無料で配信しています。

私は年間 2000冊以上の本を読んでいるのですが、

それらの本で得た学びなども配信しています。

購読料は無料です。

ぜひ、読んでみてください。

ビジネスと進化の法則 2nd
http://egawa-takeshi.com/lp2/shinka2.html
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・ネットビジネスで脱サラする情報商材アフィリエイト講座

私のネットビジネスノウハウを、

完全公開しているパワーブログです。

ぜひ、ブログ記事一覧より、

興味ある記事を読んでみてください。
http://egawa-takeshi.com/

・江川剛史の 1700個以上の豪華特典付き、
情報商材レビューランキング
http://egawa-takeshi.com/rebyu/
（こちらでは、私が購入して、

これは良い教材だったと思える情報商材に、

1700個以上の豪華特典を付けて、紹介しています。

私のレビューページを経由して、情報商材を買うと、

1700個以上の特典が手に入るので、
ぜひ、検討してみてください。）

・江川剛史の独自教材販売サイト
http://egawa-takeshi.com/original/
（こちらでは、私が作成した、オリジナル教材を販売しています。）

では、何かあれば、こちらからメールください。

・江川剛史へメールはこちらから

http://egawa-takeshi.com/  お問い合わせページ

・この度は、ありがとうございました。

貴方の成功をお祈りいたします。
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